社会的分業と技術的分業 by 前川 忠良
社
會
的
分
業
と
技
術
的
分
業
．
前
川
忠
良
序
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
グ
は
「
資
本
論
註
解
」
に
於
て
、
社
会
内
分
霊
（
狭
義
）
と
経
営
内
分
業
と
を
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
に
帰
一
せ
し
む
る
誤
り
を
指
摘
し
た
。
然
し
乍
ら
、
吾
国
に
於
て
未
だ
技
術
的
分
業
の
概
念
の
明
碓
性
を
火
ぐ
と
恩
は
れ
る
節
が
あ
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
社
会
内
分
莞
（
広
義
）
の
発
展
を
辿
る
雄
に
よ
り
、
社
会
内
分
業
と
経
営
内
分
票
と
の
把
捉
を
充
分
な
ら
し
め
ん
と
し
、
叉
社
会
的
分
業
と
技
術
約
分
葉
の
概
念
を
小
生
の
理
解
に
従
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
心
掛
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
マ
ッ
ク
升
、
ウ
エ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
「
マ
ル
ク
ス
は
技
術
と
云
う
概
念
を
定
義
し
た
事
は
な
か
っ
た
。
」
　
（
ゾ
ン
．
ハ
ル
ト
「
技
術
論
」
阿
閉
訳
一
六
一
翼
『
接
術
と
文
化
』
に
関
す
る
討
論
）
　
と
云
ほ
れ
る
が
、
技
術
的
分
業
な
る
用
語
は
用
い
ら
れ
て
店
数
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
敢
て
技
術
的
分
業
の
概
念
規
定
を
試
み
ょ
う
と
す
る
事
も
問
題
が
当
然
存
在
す
る
と
判
断
せ
ら
れ
、
或
い
は
誤
り
が
存
轟
す
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
い
つ
1
、
一
の
試
論
を
試
み
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
、
社
会
内
分
業
（
広
義
）
の
発
展
過
程
人
間
は
、
食
物
・
衣
服
・
住
居
等
の
生
活
手
段
、
及
び
生
産
用
具
を
労
働
に
よ
っ
て
獲
得
し
、
生
産
す
る
。
労
働
は
使
用
価
倍
の
生
み
の
母
と
し
て
、
人
間
と
自
然
と
の
問
の
質
料
変
換
を
媒
介
す
る
為
の
永
久
的
、
自
然
的
必
然
で
あ
る
。
社
会
的
分
業
と
撥
術
的
分
業
六
三
経
告
と
経
済
六
回
叉
、
人
間
労
働
は
動
物
の
本
能
的
活
動
と
は
具
り
、
意
識
的
、
合
目
的
的
活
動
で
あ
る
。
即
ち
、
人
m
M
が
動
物
の
・
不
能
的
労
働
と
区
分
さ
れ
る
労
働
過
程
は
、
「
そ
の
終
り
に
当
っ
て
す
で
に
労
働
者
の
表
象
の
う
ち
に
、
か
く
し
て
す
で
に
観
念
的
に
存
花
し
て
居
た
一
の
成
果
が
出
て
来
る
。
彼
は
自
然
的
た
も
の
ふ
形
態
変
化
の
み
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
は
た
い
。
役
は
自
然
的
訟
も
の
の
う
ち
に
、
同
時
に
彼
の
目
的
l
l即
ち
彼
の
知
っ
て
居
る
と
と
ろ
の
・
法
則
と
し
て
彼
の
行
動
の
仕
方
様
式
を
規
定
す
る
と
と
ろ
の
・
・
そ
し
て
彼
が
そ
の
立
志
を
と
れ
に
従
属
さ
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
処
の
彼
の
目
的
ー
ー
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
こ
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
日
評
版
、
長
谷
部
訳
四
七
九
瓦
)
人
間
の
生
産
は
二
つ
の
側
面
l
l社
会
的
生
内
向
力
と
人
々
の
生
産
諸
関
係
l
lの
統
一
で
あ
る
社
会
的
生
産
と
し
て
の
み
行
は
れ
る。
ζ
の
統
一
な
し
に
は
社
会
的
生
陀
は
一
般
に
存
・
和
す
る
事
は
出
来
な
い
。
即
ち
、
「
社
会
主
義
制
度
で
あ
ろ
う
と
、
他
の
社
会
的
成
体
で
あ
ろ
う
と
、
生
産
の
両
側
阿
が
存
布
し
て
、
初
め
て
社
会
的
生
陀
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
o
」
(
ス
タ
1
リ
γ
、
「
社
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
古
木
文
郎
防
間
入
一
瓦
)
従
っ
て
、
人
間
の
生
向
mm刊
は
、
一
般
に
、
人
間
と
円
然
と
の
問
に
於
け
る
一
行
程
と
し
て
の
、
自
然
的
、
技
術
的
側
面
と
、
人
間
と
人
間
去
の
悶
係
と
し
て
の
、
社
会
的
、
限
史
的
側
同
と
の
統
一
と
し
て
抱
お
せ
ら
れ
、
凡
ゆ
る
人
間
社
会
の
発
展
過
程
に
於
て
適
用
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
労
倒
辺
ね
は
、
商
品
生
陀
様
式
に
於
て
は
、
次
の
如
く
犯
お
ぜ
ら
れ
る
。
「
人
は
み
る
口
|
↓
さ
き
に
商
品
の
介
析
か
ら
符
ら
れ
た
と
と
ろ
の
使
用
制
似
を
例
迭
す
る
か
ぎ
り
で
の
労
働
と
、
価
航
を
創
造
す
る
か
ぎ
り
で
の
同
じ
労
働
と
の
問
の
区
別
は
、
い
ま
や
生
産
過
程
の
相
間
決
な
る
側
聞
の
区
別
と
し
て
現
は
れ
た
と
一
氏
う
乙
と
を
口
労
働
過
程
と
価
航
形
成
過
程
と
の
統
一
と
し
て
は
、
生
産
過
程
は
商
品
の
生
産
過
程
で
あ
る
。
労
働
過
程
と
価
純
増
殖
過
程
と
の
統
一
と
し
て
は
、
そ
れ
は
資
本
制
、
生
産
過
程
で
あ
り
、
商
品
生
産
の
浜
本
制
的
形
態
で
あ
る
o」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
五
一
七
頁
)
従
っ
て
労
働
過
程
は
「
諸
々
の
使
用
価
値
、
あ
る
い
は
財
の
生
産
は
、
そ
れ
が
浜
本
家
の
為
に
、
旦
ク
資
本
家
の
統
制
の
下
で
行
は
れ
る
と
一
式
う
と
と
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
一
般
的
及
本
性
を
変
じ
は
し
な
い
。
だ
か
ら
、
労
働
過
程
は
、
さ
し
あ
た
り
、
ど
の
規
定
さ
れ
た
社
会
形
態
か
ら
も
独
立
に
考
察
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
四
七
七
頁
)
と
し
て
も
、
「
生
産
力
は
決
し
て
「
純
技
術
的
」
純
時
で
は
な
く
、
社
会
的
飽
障
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
生
産
関
係
も
、
そ
の
「
社
会
的
形
態
」
も
、
と
の
形
態
の
う
ち
に
行
は
れ
る
物
質
的
H
技
術
的
過
程
か
ら
決
し
て
介
離
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
(
観
念
論
者
が
考
え
る
よ
う
に
)
。
他
方
で
は
と
の
質
的
生
産
関
係
は
、
機
械
論
者
が
考
え
る
工
う
に
、
生
昆
の
技
術
的
組
以
長
上
び
人
間
の
配
位
に
涜
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
白
マ
ル
ク
ス
主
義
は
技
術
的
過
程
と
経
済
的
過
程
と
の
、
生
庫
関
係
と
生
か
川
力
と
の
弁
M
法
的
統
一
の
見
地
忙
立
ち
、
両
者
の
同
一
性
を
認
め
る
と
共
に
、
そ
の
区
別
を
も
指
摘
す
る
よ
(
ミ
1
チ
γ
、
一
プ
ズ
ウ
モ
フ
ス
ur-
山
門
「
史
的
唯
物
論
」
広
島
、
同
井
訳
一
一
六
瓦
)
浜
本
制
生
古
川
過
程
の
一
極
と
し
て
の
労
働
氾
犯
を
、
伺
似
川
前
泊
ね
ん
一
の
対
I
U
紘
一
川
係
に
お
る
も
の
と
し
て
、
即
ち
、
そ
れ
を
独
特
の
社
会
的
ぺ
歴
史
的
労
働
過
程
と
し
て
m
mす
ろ
引
に
依
っ
て
一
川
め
て
、
向
け
川
に
介
め
ら
れ
允
二
川
の
労
働
の
一
極
の
具
体
的
、
有
用
的
労
働
の
独
特
の
社
会
的
、
歴
史
的
性
ね
な
つ
か
み
似
る
口
社
会
に
於
け
右
中
一
山
一
泊
料
上
り
、
労
働
氾
引
い
を
州
公
す
ろ
'
に
し
て
も
、
資
本
主
義
社
会
に
於
て
は
価
値
形
成
、
増
殖
過
程
と
は
明
離
し
て
考
へ
る
事
は
山
川
米
十
、
社
会
的
、
限
史
的
制
約
の
下
に
し
し
ら
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
口
従
っ
て
分
業
、
協
業
を
八
月
一
析
す
る
場
合
に
於
て
も
、
社
会
内
介
業
と
し
て
の
浜
本
主
義
的
介
業
と
、
外
刊
六
仁
川
判
的
介
小
川
と
は
歴
史
的
共
貨
の
も
の
で
あ
り
、
同
一
の
令
業
形
態
と
し
て
と
ら
へ
る
事
は
出
来
友
い
。
「
古
き
分
業
が
泊
減
し
、
そ
の
代
り
に
刈
し
い
生
古
川
組
織
が
生
れ
る
。
」
(
改
造
版
エ
シ
グ
ル
ス
「
反
デ
ユ
1
リ
シ
グ
論
」
四
六
六
頁
)
而
し
て
、
社
会
的
生
産
力
の
発
展
と
相
関
述
す
る
介
治
、
日
常
ω花
川
山
口
、
人
間
の
生
命
維
持
の
存
続
条
件
と
し
て
の
、
生
活
資
料
獲
得
の
為
の
，
労
働
過
程
の
社
会
的
発
展
形
態
と
し
て
見
る
取
が
川
米
ろ
と
川
時
に
、
人
間
社
会
の
経
済
生
活
の
発
展
は
そ
の
結
果
で
あ
る
と
云
へ
る
。
自
然
経
済
の
下
忙
於
て
は
、
社
会
は
同
種
の
経
済
単
位
(
宗
〆
父
一
'
長
制
的
muN小
川
政
・
以
始
決
村
共
同
休
・
封
建
領
地
等
)
の
集
団
か
ら
成
立
ち
、
原
始
共
同
体
問
の
剰
余
生
産
物
の
贈
与
・
交
換
は
、
物
件
一
交
ね
ω限
史
的
端
初
と
一
氏
は
れ
る
。
叉
同
時
に
共
同
体
内
の
性
別
、
年
令
別
等
の
八
刀
業
忙
基
く
交
換
が
発
生
し
、
共
同
体
問
の
令
菜
、
及
び
、
共
同
休
内
の
介
業
の
相
互
作
用
に
基
く
八
刀
業
の
質
的
、
量
的
発
展
は
、
生
産
力
の
地
大
を
随
伴
し
、
生
産
物
の
交
換
を
哨
犬
せ
し
め
た
。
マ
ル
ク
ス
は
生
産
を
区
別
す
る
と
す
れ
ば
、
交
換
を
目
的
と
し
な
い
生
政
と
、
交
換
を
目
的
と
す
る
生
産
に
分
類
す
る
。
交
換
を
目
的
と
し
た
生
産
は
、
偶
然
的
危
剰
余
生
産
物
の
交
換
か
ら
、
佃
別
商
品
生
産
者
と
し
て
の
交
換
へ
発
展
す
る
。
労
働
過
程
に
於
け
る
自
然
的
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
六
五
経
営
と
経
済
じ、し
-
/
-
/
 
条
件
の
相
具
、
生
産
者
の
経
験
、
熟
練
等
の
相
具
、
社
会
経
済
的
諮
関
係
等
に
基
く
、
社
会
的
介
業
は
、
労
働
生
陀
他
の
別
大
と
相
侠
ク
て
、
拡
大
、
深
化
す
る
。
労
働
生
産
性
の
増
大
に
基
く
労
働
力
の
節
約
は
、
人
間
の
治
費
財
に
対
す
る
質
的
、
丑
的
桃
山
昭
一
を
前
大
せ
し
め
た
。
即
ち
、
農
業
と
工
業
と
の
八
刀
菜
、
泊
費
財
坐
古
川
よ
り
、
泊
費
財
、
生
産
財
の
二
大
生
産
部
門
へ
、
更
に
個
別
生
市
川
市
門
へ
と
、
生
産
諸
力
の
増
大
が
生
産
関
係
を
適
応
せ
し
め
ク
L
、
社
会
的
ハ
ザ
業
は
益
々
増
大
し
た
と
云
う
事
が
出
来
る
。
「
商
品
生
産
と
そ
の
絶
対
的
形
態
た
る
l
l
m本
主
詩
的
生
向
に
於
て
は
:
:
:
生
産
物
は
、
他
の
諾
商
品
が
そ
れ
に
と
っ
て
等
価
を
な
す
限
り
に
於
て
、
他
の
諾
生
昆
物
が
そ
れ
に
対
し
て
向
口
川
・
と
し
て
、
叉
価
似
と
し
て
、
対
立
す
る
限
り
に
於
て
の
み
商
品
で
あ
る
。
」
「
即
ち
、
商
品
の
談
波
に
上
ク
て
の
み
使
川
伺
似
と
な
る
処
の
生
向
物
と
じ
て
生
向
さ
れ
る
限
り
に
於
て
商
品
で
あ
る
口
之
等
の
諸
商
品
に
対
す
る
市
場
は
粍
会
的
介
主
の
結
果
お
述
し
て
行
く
。
芯
し
、
生
向
的
労
仰
の
件
仰
は
、
そ
の
夫
え
の
生
産
物
を
ば
、
交
互
商
品
に
転
化
せ
し
め
、
'
交
正
午
仰
に
収
化
廿
し
め
、
・
一
父
五
十
山
均
と
し
て
役
立
た
し
め
る
か
ら
で
あ
る
よ
独
立
の
伺
川
町
口
川
生
仰
に
川
く
社
会
的
介
小
川
は
、
市
口
川
に
内
和
す
る
、
川
机
左
使
用
州
航
と
の
間
の
矛
盾
が
、
二
ク
の
商
品
の
問
の
外
的
矛
川
と
し
て
苅
は
れ
ろ
n
m
-
B
、
使
川
侃
似
と
し
て
の
一
般
市
川
口
m
と
、
伺
似
ん
し
て
の
代
限
で
あ
る
。
貨
幣
の
必
然
性
は
商
品
生
産
の
出
矛
川
か
ら
不
可
避
的
に
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
初
期
の
小
商
品
生
向
に
法
く
社
会
的
介
業
は
貨
幣
を
媒
介
と
せ
る
ハ
ー
…
ハ
ポ
に
発
民
し
た
口
即
ち
、
何
依
尺
度
た
る
貨
幣
に
よ
ク
て
表
現
せ
ら
れ
た
市
場
・
価
格
を
前
提
と
し
、
各
商
品
の
生
産
に
要
す
る
社
会
的
必
持
労
仰
時
間
は
、
比
較
的
容
易
に
比
較
せ
ら
れ
、
商
品
経
済
の
自
然
成
長
的
法
則
は
、
個
々
人
の
願
望
と
無
関
係
に
実
現
さ
れ
る
口
伺
似
法
則
は
商
品
生
産
の
行
は
れ
る
処
で
の
み
作
用
す
る
歴
史
的
法
別
で
あ
る
。
と
の
法
則
の
諮
問
女
求
は
、
商
品
の
交
換
が
そ
の
中
K
合
主
れ
た
社
会
的
必
要
労
働
に
応
じ
て
行
は
れ
る
と
云
う
点
に
あ
る
。
「
侃
似
と
し
て
は
、
凡
て
の
商
品
は
、
一
定
令
景
の
夜
間
し
た
労
働
時
間
に
外
な
ら
な
い
」
。
生
産
手
段
が
私
有
で
あ
り
、
競
争
と
生
産
の
州
政
府
性
が
社
会
た
支
配
し
て
居
る
浜
本
主
義
の
諸
条
件
の
下
で
は
、
価
似
法
則
は
生
産
の
規
制
者
で
あ
る
。
と
の
法
則
に
基
く
競
争
戦
の
小
で
の
、
仙
称
変
劫
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
種
え
の
企
業
、
及
び
生
応
部
門
間
へ
の
、
社
会
的
労
働
と
資
本
の
自
然
成
長
的
配
分
e
い一
I
干
九
し
‘
J
o
J
J
4
1
i
f
t
司
;
然
し
乍
ら
、
個
別
商
品
の
総
生
産
過
程
を
、
佃
人
的
乃
至
は
、
家
族
成
員
の
み
の
労
働
に
よ
ジ
て
行
う
と
す
れ
ば
、
.
生
産
力
の
増
大
は
長
期
に
一
且
り
停
滞
せ
ざ
る
を
得
左
か
ク
た
。
伝
米
的
、
職
人
的
技
術
の
勘
・
コ
ヅ
に
と
ど
ま
る
限
り
、
技
術
の
一
般
化
も
、
道
具
の
発
達
も
行
は
れ
符
広
い
。
従
ク
て
、
生
陀
労
働
の
自
然
的
制
限
は
生
産
力
の
発
展
を
一
定
の
限
界
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
社
会
内
に
於
け
る
出
品
生
山
川
の
沈
令
、
日
ω山
市
引
に
対
す
る
怠
慾
は
、
交
通
・
運
輸
税
関
の
発
述
に
法
く
市
場
の
拡
大
、
市
品
需
要
の
川
大
'
f
v
相
伐
ク
て
、
巾
一
山
口
川
ω生
山
泊
引
に
於
け
る
例
人
的
労
働
力
の
自
然
的
制
約
と
矛
盾
す
る
に
至
る
口
十
人
る
矛
川
口
、
一
方
に
於
け
る
出
入
院
本
の
日
ω門
前
初
、
他
方
に
於
け
る
農
業
生
産
力
の
増
大
に
基
く
農
民
間
の
分
解
即
ち
、
労
働
力
の
向
品
化
、
及
び
そ
れ
に
必
く
市
一
間
口
m
生
向
泊
犯
の
介
業
、
即
ち
、
経
済
内
分
業
の
実
現
に
よ
ク
て
解
決
さ
れ
る
。
従
ク
て
、
新
し
い
社
会
的
生
陀
力
の
明
大
の
技
術
的
主
従
は
、
経
九
日
的
介
会
の
発
速
に
よ
ク
て
飛
躍
的
に
増
大
せ
し
め
ら
れ
る
口
一
一
、
資
本
主
義
的
経
営
内
分
業
社
会
的
生
産
カ
の
増
大
に
起
因
す
る
資
本
主
義
的
協
栄
、
及
び
介
業
に
基
く
マ
ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ
ア
の
発
生
は
、
個
人
的
生
産
を
社
会
的
生
産
に
、
個
別
的
生
産
手
段
を
社
会
的
生
産
手
段
に
、
自
由
な
る
農
民
を
マ
ニ
ユ
・
プ
ロ
レ
グ
リ
ヤ
化
す
る
。
即
ち
、
商
品
の
生
産
過
程
の
弁
解
は
、
商
人
民
本
家
、
院
川
町
北
白
木
家
に
工
る
商
品
生
産
過
程
の
各
部
分
行
程
の
有
機
的
編
成
過
程
、
又
は
混
成
的
集
中
に
基
く
再
編
成
過
程
で
あ
る
。
従
ク
て
、
経
営
門
に
於
て
は
、
生
産
千
段
の
所
有
者
た
る
資
本
家
の
意
志
に
基
く
、
労
働
者
の
生
産
過
程
へ
の
従
属
で
あ
り
、
農
民
層
の
令
解
に
上
り
発
生
し
た
マ
ニ
ユ
・
プ
ロ
レ
グ
リ
ヤ
は
、
所
記
ニ
ク
の
意
味
に
於
け
る
自
由
た
る
近
代
的
プ
ロ
レ
グ
リ
ヤ
の
萌
芽
形
態
で
あ
る
。
「
市
場
の
拡
大
、
特
一
本
の
苔
積
、
諸
階
級
の
社
会
的
地
位
に
生
じ
た
変
動
、
多
数
の
人
え
が
彼
の
牧
入
の
源
泉
を
掠
奪
さ
れ
る
に
至
ク
た
事
、
之
れ
と
そ
工
場
子
工
業
の
成
立
に
対
す
る
歴
史
的
条
件
た
る
も
の
で
あ
る
o
」
(
マ
ル
グ
ス
「
哲
学
の
貧
困
」
木
下
半
治
訳
一
六
入
頁
)
然
し
乍
ら
、
経
営
内
八
刀
業
は
資
本
主
義
的
手
工
業
の
第
一
段
階
た
る
資
本
制
的
単
純
協
業
の
形
態
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
用
具
と
労
働
者
と
の
訴
積
と
集
積
が
、
工
場
内
部
の
八
刀
党
の
発
達
の
先
行
条
件
で
あ
っ
た
口
工
場
手
工
業
の
本
質
は
労
働
の
分
解
と
専
門
的
労
働
者
を
極
め
て
簡
単
な
一
の
仕
事
に
適
応
さ
せ
る
事
に
存
し
た
の
で
な
く
て
、
慎
一
r
ろ
多
数
の
労
働
者
、
並
び
忙
多
数
の
手
工
業
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
六
七
経
営
と
経
治
六
入
が
、
一
浜
本
の
支
配
の
下
で
、
単
一
の
場
所
に
、
単
一
の
部
屋
に
結
合
さ
れ
た
と
一
式
う
事
に
存
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
云
わ
れ
る
ロ
グ
ス
「
哲
学
の
究
悶
」
木
下
訳
一
六
入
頁
)
マ
ニ
ユ
ブ
ブ
ク
チ
ユ
ア
の
発
生
起
源
は
二
種
の
郡
一
に
よ
ク
て
、
即
ち
各
え
具
ク
た
手
工
業
の
結
合
に
よ
る
も
の
と
、
同
組
の
仕
事
を
す
る
千
工
業
の
集
合
か
ら
、
そ
の
作
業
を
分
担
す
る
も
の
と
に
よ
ク
て
区
別
さ
れ
る
。
又
そ
の
完
成
形
態
を
生
産
過
程
の
技
術
的
側
而
か
ら
、
混
成
マ
一
一
ユ
と
有
機
的
マ
=
ュ
と
に
区
別
す
る
事
が
出
来
る
。
叉
集
中
マ
ニ
ユ
、
八
刀
散
マ
一
一
ユ
は
、
生
向
技
術
上
の
理
由
か
ら
も
理
解
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
八
刀
散
マ
ニ
ー
は
歴
史
的
初
期
形
態
と
し
て
、
集
中
マ
ニ
ユ
へ
の
中
間
段
階
と
し
て
把
川
仰
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
マ
ニ
ユ
の
支
配
者
が
、
前
期
的
商
人
資
本
で
あ
る
か
、
浜
本
主
義
的
市
立
件
一
本
、
内
小
川
内
木
で
あ
る
か
に
上
ク
て
、
Haパ
休
的
に
は
杭
え
の
複
雑
な
形
態
に
於
て
把
握
せ
ら
れ
る
。
マ
ニ
ユ
ブ
プ
ク
チ
九
プ
の
木
円
以
、
八
ハ
な
に
伏
り
生
内
行
引
い
が
特
殊
の
初
段
附
に
八
刀
剖
せ
ら
れ
る
が
、
千
工
業
上
ω
一
活
動
が
各
種
の
叩
介
労
仰
に
ヘ
パ
川
吉
ろ
t
k
引
L
L
M
mい
で
お
り
、
.1山
山
川
労
似
・
米
川
純
労
仰
に
上
る
労
倒
の
等
級
が
生
や
る
と
は
一
式
え
、
作
業
は
依
然
と
し
て
千
工
主
的
で
お
り
、
人
川
た
批
判
し
し
す
る
生
山
川
川
で
あ
る
n
即
}
h
J
政
相
労
働
村
を
作
法
強
と
し
、
未
熟
紋
労
働
者
の
役
割
が
極
め
て
僅
-
m
J
で
あ
る
限
り
、
伝
刊
的
技
術
、
川
州
五
、
子
工
治
的
泊
n.ハ
に
伏
る
刊
以
仰
と
川
に
何
一
ら
ね
ば
な
ら
や
、
生
産
過
程
へ
の
技
術
の
応
用
は
充
分
に
行
わ
れ
守
、
氏
以
・
一
会
派
に
よ
る
労
似
汗
の
セ
川
は
・
米
だ
光
八
7
旅
立
さ
れ
て
川
以
い
り
性
(
木
家
は
生
産
手
段
の
所
有
者
た
る
一
引
に
上
っ
て
、
労
働
の
社
会
的
生
内
力
は
れ
一
木
の
生
応
力
と
な
り
、
浜
本
の
内
在
的
生
産
力
と
し
て
現
わ
れ
、
要
捜
す
る
処
た
き
労
働
の
社
会
的
生
陀
力
と
し
て
件
一
本
に
牧
引
や
さ
れ
る
円
社
会
的
労
働
休
の
合
一
と
、
立
志
の
性
本
家
へ
の
集
中
、
帰
属
の
結
果
、
科
学
、
技
術
の
生
産
上
り
の
独
立
、
件
(
木
家
へ
の
集
中
が
行
わ
れ
る
口
従
ク
て
、
利
潤
追
求
の
為
の
資
本
家
に
依
ろ
処
の
生
産
過
程
の
科
学
的
合
理
化
、
特
殊
生
産
行
程
へ
の
分
化
、
夜
雑
労
働
の
単
純
労
働
化
が
行
わ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
「
分
業
が
適
用
さ
れ
る
程
度
の
大
小
は
財
布
の
大
い
さ
に
依
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
天
才
の
大
小
に
依
存
す
る
の
で
な
い
。
」
ハ
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
符
叩
沢
八
六
六
刊
日
七
五
)
マ
一
一
ユ
に
於
け
る
生
出
過
引
の
部
介
労
働
化
は
、
労
働
能
率
の
明
大
、
労
働
生
産
力
の
発
展
を
も
た
ら
し
、
労
働
過
程
の
細
介
化
に
基
く
、
滋
九
の
布
川
化
、
市
純
化
は
税
械
導
入
の
素
地
を
作
る
。
と
も
λ
に
機
械
制
大
工
業
の
発
展
の
技
術
的
基
盤
を
生
み
、
人
間
労
働
力
の
(
マ
ル
生
産
過
程
よ
り
の
解
放
の
可
能
性
を
生
ぜ
し
め
る
0
.
即
ち
、
労
働
過
程
に
於
て
、
労
働
を
芥
日
切
に
す
る
に
過
ぎ
な
か
ク
た
処
の
道
具
に
代
ク
て
、
人
間
労
働
に
代
位
す
る
も
の
と
し
て
の
機
械
の
発
明
、
及
び
そ
の
発
肢
と
し
て
の
mwvNω
防
法
、
介
業
に
基
く
桜
，
械
休
系
化
、
自
動
的
原
劫
肢
の
一
時
入
に
誌
く
自
動
体
系
化
の
可
能
性
が
科
学
の
お
山
に
伏
ク
て
与
え
ら
れ
ろ
n
然
し
乍
ら
、
門
木
、
川
花
的
MW.
同
日
行
、
木
〈
公
に
上
H
O
相
対
的
刺
余
価
依
生
産
の
手
段
と
し
て
、
労
働
者
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
し
か
現
わ
れ
次
い
円
川
も
、
川
門
学
の
れ
一
本
家
に
上
る
独
内
に
北
川
く
抑
制
械
の
採
用
は
、
機
械
の
生
産
に
、
要
す
る
労
働
と
、
そ
の
桜
快
に
よ
ク
て
省
か
れ
る
労
仰
と
の
比
較
に
於
て
は
行
わ
れ
守
、
mw，M
刊
の
使
用
は
商
品
に
移
さ
れ
る
機
械
の
伺
似
の
方
が
、
機
械
に
よ
ク
て
節
約
さ
れ
る
労
働
力
の
仙
似
工
り
も
低
い
時
に
の
み
、
作
本
家
に
と
っ
て
有
利
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
限
ク
て
使
用
さ
れ
る
事
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
明
ら
か
に
さ
れ
た
処
で
あ
る
。
「
次
八
木
の
利
得
は
、
も
と
も
と
、
充
用
さ
れ
る
労
働
の
で
な
く
て
、
支
払
わ
れ
る
労
働
の
減
少
か
ら
生
十
る
o
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
九
二
二
頁
)
「
マ
ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ
プ
に
沿
い
て
は
、
社
会
的
労
働
過
程
の
編
成
は
純
粋
に
主
観
的
で
あ
り
、
部
分
労
働
者
た
ち
の
結
合
で
あ
る
。
機
械
休
系
に
お
い
て
は
、
大
工
業
は
労
働
者
が
出
来
上
ク
た
物
質
的
生
産
条
件
と
し
て
見
出
す
と
こ
ろ
の
一
の
全
く
客
観
的
な
生
産
有
機
体
た
有
す
る
。
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
九
O
七
瓦
)
経
常
内
介
業
の
労
働
者
は
、
独
立
生
産
者
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ク
事
を
得
十
、
唯
「
資
本
家
は
労
働
力
の
購
只
に
よ
り
、
生
き
た
昨
母
と
し
て
の
労
働
そ
の
も
の
を
ば
、
や
は
り
彼
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
、
生
産
物
の
死
せ
る
諸
形
成
要
素
に
合
体
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
過
程
は
、
彼
に
よ
っ
て
購
買
さ
れ
た
商
品
た
る
労
働
力
の
泊
費
に
他
な
ら
ね
が
、
し
か
し
彼
は
、
乙
の
労
働
力
に
諾
生
産
千
段
を
附
加
す
る
こ
と
に
よ
ク
て
の
み
、
そ
れ
を
泊
費
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
労
働
過
程
は
、
海
本
家
が
購
買
し
た
諸
物
の
問
の
、
彼
に
印
刷
す
る
山
印
刷
物
の
問
の
、
一
過
程
で
あ
る
Q
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
四
九
四
頁
)
安
本
家
に
よ
る
目
的
意
識
的
生
搾
過
程
は
、
性
一
本
家
的
利
潤
追
求
の
過
程
で
あ
り
、
そ
の
手
段
は
過
去
の
労
働
の
体
化
し
た
生
産
手
段
、
労
働
対
袋
、
及
び
生
き
た
生
産
手
段
と
し
て
の
労
働
力
と
の
結
合
に
関
す
る
資
本
家
的
生
産
技
術
で
あ
り
、
従
ク
て
生
産
方
法
の
改
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
菜
六
九
経
蛍
と
治
経
七
O 
議
日
に
よ
り
剰
余
何
似
の
搾
取
率
を
加
重
じ
得
る
労
働
者
の
剰
余
労
働
搾
取
の
為
の
生
産
技
術
で
あ
る
。
即
ち
、
人
間
が
労
働
手
段
を
用
い
て
生
産
力
を
地
大
す
る
と
一
式
う
技
術
的
、
客
観
的
合
理
性
も
、
労
働
力
の
節
約
の
為
の
技
術
の
採
用
も
必
宇
し
も
行
わ
れ
な
く
な
る
。
唯
、
件
一
本
家
の
関
心
は
、
生
産
過
程
に
主
ク
て
符
ら
れ
た
剰
余
価
値
が
、
流
通
過
程
の
浜
本
家
間
の
競
争
に
よ
り
如
何
に
実
現
さ
れ
る
か
と
一
式
う
事
に
あ
る
。
一
ニ
、
社
会
的
分
業
と
経
営
内
分
業
以
上
の
如
き
、
マ
ニ
ユ
及
び
、
税
同
制
大
工
業
の
経
営
内
介
業
は
、
社
会
的
介
業
の
一
個
別
的
介
業
と
し
て
、
式
、
即
ち
、
労
働
力
の
向
品
化
に
於
て
現
わ
れ
る
口
次
川
本
主
義
下
の
社
会
的
(
門
)
介
業
は
対
立
的
二
ク
の
起
泌
を
持
ク
口
一
は
共
同
休
内
介
業
で
あ
り
、
一
一
は
交
換
に
よ
る
共
同
休
問
の
介
主
で
あ
る
。
前
者
は
、
宗
校
内
介
業
、
経
営
内
介
業
等
と
し
て
深
化
し
、
後
者
は
山
口
川
生
陀
者
間
の
守
一
菜
、
特
殊
専
門
部
門
聞
の
分
業
と
し
て
拡
大
す
る
口
.
両
汗
の
机
・
…
小
的
相
川
先
は
、
計
画
的
、
技
術
的
生
産
過
程
の
直
接
的
規
川
が
行
わ
れ
る
か
否
か
の
点
に
存
す
る
。
経
営
内
八
刀
支
は
、
労
働
力
の
向
品
化
に
上
っ
て
発
生
し
た
資
本
主
義
作
有
の
一
個
別
的
介
主
で
あ
り
、
発
肢
と
し
て
見
れ
ば
、
寧
ろ
、
独
立
商
品
生
応
者
の
生
産
過
程
そ
の
も
の
の
単
一
意
志
規
制
下
の
白
木
主
犯
的
企
主
と
し
て
の
発
民
に
他
反
ら
や
、
目
的
意
識
的
企
業
、
王
に
対
し
て
、
無
目
的
々
生
産
用
具
・
生
き
た
道
具
と
し
て
、
件
(
本
円
余
の
労
倒
泊
料
に
、
作
一
木
家
に
代
位
し
て
労
働
者
が
現
わ
れ
る
処
の
経
営
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
資
本
家
は
科
学
技
術
を
、
生
産
目
的
に
行
水
と
の
結
合
在
計
る
と
云
う
立
味
に
於
て
技
術
的
で
あ
る
と
云
え
る
。一
般
的
社
会
的
介
業
と
経
営
内
八
刀
業
と
は
、
相
互
に
影
山
押
し
合
い
つ
L
拾
え
発
民
せ
し
め
、
相
互
に
移
行
し
合
う
関
係
に
あ
る
口
即
ち
、
交
換
は
相
共
っ
た
各
生
産
部
商
を
相
互
関
連
せ
し
め
、
社
会
的
総
生
陀
の
相
独
立
し
た
各
部
門
に
転
化
せ
し
め
る
。
従
っ
て
、
従
姉
に
川
独
文
し
て
ぽ
な
か
ク
た
も
の
が
、
独
立
す
る
よ
う
に
注
り
.
、
又
マ
ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ
ア
の
如
く
、
従
前
独
立
し
て
居
た
も
の
を
経
営
円
八
え
し
に
集
中
せ
し
む
る
が
如
き
で
あ
る
。
性
本
主
義
特
有
の
形
「
労
働
の
生
産
性
、
生
産
の
量
、
人
口
の
量
、
と
の
生
向
様
式
を
発
展
せ
し
め
る
過
剰
人
口
の
量
が
ま
さ
に
、
遊
離
さ
れ
た
資
本
と
労
働
を
も
っ
て
、
絶
え
や
断
た
紅
営
業
部
門
左
呼
び
起
す
の
で
あ
る
。
:
:
:
乙
の
過
程
は
不
断
に
起
る
口
同
時
に
性
本
主
義
的
生
産
は
、
ま
だ
・
支
配
し
て
尽
な
い
:
:
:
限
式
部
門
左
凡
て
征
服
し
上
う
土
ぷ
ナ
。
」
(
マ
ル
グ
ス
資
本
論
断
片
第
一
返
却
六
立
「
限
接
的
生
花
泊
程
の
結
呆
」
岩
波
文
町
、
向
坂
沢
二
O
間
以
)
「
そ
れ
ω
み
で
は
以
い
円
一
川
一
一
々
は
一
般
的
に
次
ω如
く
1
1川
す
る
と
と
さ
え
出
来
る
、
日
く
、
社
会
内
部
に
・
お
い
て
強
権
が
分
業
を
支
配
す
る
引
介
上
り
少
け
れ
ば
少
い
だ
け
、
工
川
市
川
市
に
b
い
て
介
九
五
は
上
り
一
一
回
た
ど
一
人
の
強
権
の
下
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
k
n
此
に
、
工
川
一
叶
内
に
沿
け
る
品
川
根
在
、
・
社
会
内
に
わ
け
る
そ
れ
と
は
、
ハ
す
業
に
対
す
る
関
係
に
お
い
で
は
、
相
互
に
反
比
例
す
る
。
」
(
マ
ル
グ
ス
「
哲
学
の
品
川
附
」
木
下
訳
一
六
六
頁
)
「
社
会
内
の
八
刀
業
と
作
業
場
内
の
八
玄
米
と
の
mに
は
汲
多
く
の
烈
似
が
あ
り
、
ま
た
関
連
が
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
両
者
は
、
た
ど
に
段
階
的
に
相
具
す
る
ば
か
り
で
友
く
本
質
的
に
も
相
泣
し
て
川
る
o
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
「
長
谷
部
訳
入
四
七
頁
)
独
立
商
品
生
産
者
が
目
的
意
識
的
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
日
比
九
円
内
八
刀
業
は
資
本
家
の
目
的
意
識
的
統
制
下
に
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
手
工
業
者
が
商
品
生
産
者
で
あ
り
、
価
値
の
実
現
は
流
通
過
引
に
上
っ
て
規
制
さ
れ
、
社
会
的
介
業
の
椛
成
者
と
し
て
J
無
政
府
的
、
無
統
制
・
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
白
木
主
義
的
経
営
に
上
っ
て
生
向
せ
ら
れ
た
商
品
の
価
値
実
現
は
流
通
過
程
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
、
個
々
の
企
業
を
商
品
生
産
者
と
す
る
、
社
会
的
介
業
で
あ
り
、
従
っ
て
、
社
会
的
観
点
上
り
す
れ
ば
、
性
本
家
的
商
品
生
産
も
又
無
政
府
的
、
無
統
制
で
あ
る
事
は
当
然
で
あ
る
。
単
純
商
品
生
産
に
於
て
は
、
価
値
と
価
格
の
背
離
は
短
期
間
に
流
通
過
程
を
通
し
て
調
叫
位
さ
れ
る
可
能
性
を
持
ク
て
居
た
が
、
個
別
生
産
の
社
会
的
生
産
化
、
及
び
そ
れ
と
私
的
所
有
と
の
矛
盾
は
一
府
政
化
せ
ら
れ
た
形
態
に
於
て
現
わ
れ
る
口
社
会
的
令
業
は
相
独
立
し
た
数
多
き
商
品
生
産
者
の
聞
に
生
声
機
関
が
八
7
4散
さ
れ
る
事
左
前
提
と
し
、
彼
等
の
独
立
し
た
労
働
を
相
関
述
せ
し
む
る
も
の
は
、
そ
の
各
々
の
生
産
物
が
商
品
と
し
て
存
在
す
る
と
云
う
事
実
で
あ
る
口
か
く
て
社
会
的
令
業
に
於
て
は
価
値
法
則
に
上
り
、
客
観
的
合
理
性
に
一
致
す
る
傾
向
を
有
す
る
。
浜
本
主
義
的
経
営
内
介
業
に
於
て
は
、
商
品
の
突
換
が
行
わ
れ
な
い
以
上
、
伺
航
法
則
は
作
用
し
た
い
。
然
し
乍
ら
、
各
不
変
資
本
部
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
七
経
営
と
経
済
-~ 
八
刀
及
び
、
各
部
分
労
働
者
の
可
変
資
本
部
分
が
綜
合
せ
ら
れ
た
時
、
初
め
て
商
品
に
転
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
流
活
泊
料
に
工
る
間
接
的
規
制
が
、
件
一
本
家
的
生
産
過
程
に
於
て
、
生
産
費
の
法
則
と
し
て
変
貌
せ
ら
れ
た
形
態
に
於
て
、
れ
・
本
家
に
上
ク
て
ぷ
一
政
せ
ら
れ
て
は
泊
る
事
は
忘
れ
ら
れ
で
は
な
ら
怠
い
。
次
八
木
主
義
の
基
本
的
法
則
は
剰
余
価
値
の
法
別
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
商
品
生
産
に
於
け
る
仙
似
法
則
は
独
立
生
向
汗
相
互
間
を
汎
制
し
た
が
、
剰
余
価
値
の
法
則
は
経
営
内
の
労
務
、
関
係
の
み
を
規
制
す
る
法
則
で
は
な
く
、
労
作
一
関
係
に
工
つ
て
決
定
さ
れ
る
次
ハ
本
相
互
関
係
を
合
む
も
の
で
あ
る
。
決
只
木
主
義
の
基
本
法
則
た
る
剰
余
佃
似
の
法
則
は
、
マ
ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ
ア
が
被
械
制
大
工
業
に
発
民
す
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
具
体
化
し
、
工
り
発
展
す
る
。
科
学
の
発
反
に
伴
い
、
生
産
過
程
は
工
り
細
外
化
さ
れ
、
終
決
の
介
主
に
及
ぼ
す
切
符
は
秘
め
て
大
き
く
、
生
産
過
程
の
一
特
殊
行
程
の
専
門
化
、
独
立
化
を
促
し
、
経
営
内
介
業
の
社
会
的
介
業
化
の
傾
向
明
大
し
、
一
般
化
す
る
口
而
も
、
一
商
品
の
特
殊
生
向
過
裂
の
独
立
化
は
、
他
の
生
陀
過
程
諸
部
内
の
独
立
化
を
促
し
、
一
企
業
は
に
い
一
本
の
制
約
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
独
立
企
業
に
分
担
隊
さ
え
す
る
。
然
し
、
作
木
家
に
上
る
特
殊
生
産
行
程
の
最
初
の
独
立
化
部
門
は
、
生
市
川
技
術
の
改
良
に
よ
り
超
過
剰
余
価
値
を
放
も
有
利
に
犯
ぬ
し
う
る
行
程
で
あ
り
、
そ
の
独
立
化
は
利
潤
の
回
転
率
を
高
度
化
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
、
一
特
殊
生
産
過
程
の
独
立
化
、
大
量
生
産
化
は
、
他
の
同
組
企
業
を
圧
倒
す
る
と
共
に
、
他
の
特
殊
生
市
川
行
ね
の
独
立
化
し
た
関
連
産
業
企
業
生
産
の
商
品
に
対
す
る
需
要
を
増
大
せ
し
め
、
関
連
産
業
企
業
の
技
術
的
改
良
に
基
く
犬
長
生
内
化
を
促
す
。
然
し
乍
ら
、
他
の
関
連
産
業
部
門
に
適
用
し
得
ペ
き
技
術
の
未
発
達
の
場
合
は
、
他
部
門
は
中
小
企
業
の
形
態
で
残
存
し
、
向
付
川
武
の
.
叩
川
市
文
の
増
大
は
企
業
数
の
増
大
に
よ
っ
て
応
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
口
か
‘
.
ふ
る
中
小
企
業
は
完
全
に
社
会
的
に
独
立
し
た
生
古
川
部
門
化
し
仰
や
ノ
、
形
式
上
独
立
し
た
形
態
を
と
っ
て
も
、
金
生
産
行
程
の
有
力
な
る
一
行
程
を
担
当
す
る
資
本
家J
の
実
質
上
の
支
配
を
受
け
る
事
T
に
た
る
。
一
般
に
中
心
的
な
支
配
的
浜
本
家
は
、
特
殊
生
向
過
程
の
犬
規
模
化
し
た
犬
資
本
家
で
あ
り
、
生
産
技
術
的
に
は
、
技
術
的
改
良
の
故
も
高
度
に
発
展
し
得
、
且
つ
犬
浜
本
を
必
要
と
す
る
ほ
料
部
円
で
あ
り
、
生
庄
過
程
介
化
の
初
期
形
態
、
叉
は
特
殊
商
品
に
於
て
は
批
終
生
産
段
階
の
企
業
資
本
家
で
あ
る
場
合
も
存
在
す
・'u
o
:‘ 
然
し
乍
ら
、
中
小
企
業
の
増
大
も
一
時
的
で
あ
る
事
は
忘
れ
る
事
の
出
来
ね
事
実
で
あ
り
、
大
資
本
家
に
上
っ
て
支
配
さ
れ
た
他
の
特
殊
生
産
行
程
の
中
小
資
本
家
も
、
社
会
的
浜
本
川
市
桜
の
地
犬
、
労
働
者
階
般
の
川
犬
、
市
場
の
以
大
に
伴
い
、
技
術
の
発
達
は
中
小
資
本
家
の
集
中
に
よ
り
完
全
に
独
立
化
し
、
社
会
的
介
業
経
営
形
態
に
成
長
す
る
口
然
し
現
実
は
、
作
枠
内
生
市
川
過
程
の
犬
規
特
独
立
化
に
基
き
、
一
気
に
独
占
段
階
に
突
入
し
、
独
占
性
、
木
は
巾
小
従
犯
企
業
の
一
技
術
的
生
出
千
段
の
改
良
を
心
叩
け
十
、
凶
則
的
尚
北
供
、
木
的
収
奪
の
千
段
と
し
て
山
存
し
、
巾
小
企
小
川
左
労
似
力
の
的
取
千
段
と
す
る
下
詰
企
業
化
す
る
。
か
L
H
O
形
態
は
仰
に
日
本
の
如
台
後
抗
日
国
に
於
て
九
休
的
に
見
る
引
が
川
米
、
以
内
れ
・
山
本
の
立
秘
的
巾
小
企
業
品
存
の
政
策
は
、
社
会
的
生
爪
力
の
川
大
を
川
川
市
勾
引
す
る
も
ωと
公
え
よ
F
内
ノ
。
川
も
、
関
川
川
に
上
る
機
械
の
生
慌
が
可
能
に
な
る
や
否
や
、
経
営
内
介
業
の
社
会
的
介
業
化
は
茂
川
的
に
川
大
す
る
。
即
ち
、
件
一
本
家
的
山
出
向
佼
術
は
一
企
業
門
に
於
て
主
要
た
る
地
位
を
占
め
た
が
、
今
や
、
機
械
に
工
る
機
械
の
生
陀
即
ち
、
技
術
の
向
品
化
曹
と
も
規
定
し
う
べ
き
生
古
川
総
式
の
変
化
は
、
個
別
経
営
内
技
術
を
社
会
技
術
化
す
る
。
市
場
の
拡
大
と
、
一
向
ム
民
生
山
伏
術
の
一
般
化
は
、
各
自
主
部
門
を
、
個
別
商
品
部
八
万
産
業
部
門
化
し
、
生
産
技
術
の
剖
一
位
、
普
通
性
は
、
各
個
別
企
業
生
芦
辺
担
在
阪
税
に
か
ら
み
合
わ
せ
る
。
か
t
A
る
社
会
的
八
玄
米
形
態
の
下
に
於
て
は
、
社
会
的
生
産
と
私
的
所
有
の
矛
盾
は
高
度
に
反
川
せ
ざ
る
を
仰
な
い
口
一
部
介
向
口
川
は
流
通
過
程
を
経
過
す
る
事
た
く
し
て
は
、
全
生
産
過
程
た
経
過
し
符
・
子
、
川
取
終
泊
費
財
た
る
事
は
川
米
な
い
。
川
川
五
、
か
tλ
る
山
口
川
の
形
態
を
と
れ
る
部
外
品
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
一
般
的
使
用
価
値
た
り
符
な
い
。
即
ち
、
且
つ
て
は
、
汁
両
的
、
技
術
的
生
所
過
犯
と
し
て
資
本
家
に
工
ク
て
規
制
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
今
や
無
計
画
、
無
政
府
的
商
品
流
通
に
投
げ
込
ま
れ
る
。
即
ち
、
仙
似
尖
現
が
他
の
生
産
部
門
の
仙
似
市
一
一
〈
現
と
被
雑
に
か
ら
み
合
わ
ざ
る
を
符
な
い
。
か
え
る
市
品
生
応
形
態
の
一
般
化
は
、
そ
れ
が
高
度
に
達
す
れ
ば
達
す
る
程
、
私
的
所
有
と
社
会
的
生
内
の
矛
貯
は
政
成
し
、
恐
慌
の
可
能
性
を
明
大
、
深
化
せ
ざ
る
を
符
た
い
。
叉
生
産
過
程
の
相
互
依
存
性
の
拡
ム
へ
は
、
白
木
衣
川
'
川
左
作
一
本
家
階
絞
立
識
え
と
変
ぜ
し
め
る
。
従
っ
て
、
元
米
何
一
政
府
的
社
会
的
介
業
に
基
く
商
品
生
産
に
、
総
資
本
と
し
て
の
汁
回
的
、
技
術
的
観
点
を
要
求
せ
ざ
る
を
待
な
く
た
る
口
レ
ツ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
時
代
は
過
ぎ
た
。
国
家
に
工
る
経
済
政
策
は
そ
の
市
一
川
県
性
が
却
水
せ
ら
れ
る
。
又
一
一
回
経
営
内
に
於
け
る
労
働
者
と
資
本
家
と
の
対
立
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
か
、
労
働
者
を
し
て
他
企
業
の
労
働
者
と
一
ω悶
述
意
識
を
生
ぜ
し
め
、
自
由
主
義
資
本
主
義
の
浜
本
の
平
等
の
要
求
は
、
労
働
条
件
の
平
等
と
し
て
反
映
さ
れ
、
個
別
経
営
内
労
働
組
合
意
識
の
、
部
門
別
、
産
業
別
組
織
の
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
七
経
営
と
経
済
七
四
ム
口
同
へ
の
意
識
を
向
か
ら
し
め
る
。
又
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
に
於
て
は
、
本
来
労
働
に
印
刷
す
る
諮
問
的
性
が
資
本
の
属
性
に
転
化
し
て
現
わ
れ
、
労
働
点
引
は
自
己
疎
外
在
、
続
け
る
の
で
あ
る
が
、
か
‘
ふ
る
段
階
に
於
て
、
各
生
座
部
門
の
関
連
は
、
結
合
労
働
者
と
し
て
社
会
的
生
産
力
の
統
一
的
判
当
者
た
る
自
己
立
識
を
回
復
せ
し
め
、
再
び
人
間
に
復
帰
し
工
う
と
す
る
口
叉
経
営
内
ハ
玄
ポ
の
組
級
者
、
た
る
浜
本
家
は
、
自
己
の
社
会
全
性
本
に
対
す
る
部
ハ
T
h本
家
へ
転
落
し
、
社
会
の
会
関
連
声
業
院
本
に
よ
め
規
制
せ
ら
れ
る
事
を
認
識
す
る
。
従
ク
て
、
次
日
本
家
の
利
潤
の
最
大
を
求
む
る
意
絡
は
、
自
己
の
経
営
内
介
業
に
適
用
し
た
技
術
的
合
理
化
を
全
関
連
産
業
部
問
へ
の
適
用
を
意
識
せ
し
め
、
性
本
家
間
の
激
烈
な
競
争
の
結
果
は
企
業
の
集
中
、
独
占
化
が
推
進
さ
れ
る
。
「
独
占
件
一
本
主
義
除
、
ど
ん
た
利
潤
で
も
要
求
し
て
居
る
と
一
式
う
の
で
は
な
く
て
、
全
さ
に
故
犬
限
の
利
潤
を
要
求
し
て
居
る
の
だ
と
云
う
と
と
を
、
念
頭
に
・
お
か
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
乙
4
れ
と
そ
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
怪
済
法
則
で
あ
ろ
う
。
」
(
ス
タ
1
リ
γ
、
「
社
会
主
義
の
経
済
的
治
問
問
」
古
木
丈
山
版
冗
四
瓦
)
と
云
わ
れ
る
。
'
私
的
所
有
に
だ
く
、
市
純
向
口
川
の
目
的
意
識
的
生
産
は
、
社
会
的
生
産
の
無
政
府
他
K
矛
尻
し
、
資
本
主
義
的
商
品
生
産
に
於
て
は
既
述
せ
る
如
く
、
上
り
拡
大
し
た
形
態
に
於
け
る
矛
府
と
し
て
現
わ
れ
る
。
と
の
い
払
大
せ
ら
れ
た
矛
川
左
解
決
し
工
う
v
ど
す
る
独
占
資
本
の
政
府
格
力
と
の
癒
着
叉
は
支
配
に
悲
く
、
経
済
政
策
へ
の
要
望
は
、
一
経
品
目
内
に
対
す
る
日
的
立
識
的
生
向
指
劫
を
、
少
数
の
独
占
資
本
家
に
工
る
悶
民
経
済
え
の
駄
犬
、
泊
用
と
し
て
現
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
渋
木
、
主
%
の
発
反
則
に
於
て
は
、
剰
余
価
航
、
生
限
価
格
の
法
則
が
経
済
法
則
と
し
て
政
治
的
関
係
を
沿
い
て
解
明
せ
ら
れ
た
が
、
最
大
限
利
川
の
法
則
が
北
川
本
的
法
則
と
さ
れ
る
独
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
政
治
的
側
而
が
重
要
ほ
さ
る
点
も
以
上
の
事
か
ら
理
解
す
る
事
が
川
米
る
口
然
し
乍
ら
、
目
的
意
識
的
活
動
の
国
民
経
済
的
、
拡
犬
は
資
本
主
義
の
円
満
な
発
展
を
約
束
し
符
宇
、
逆
に
矛
盾
の
激
化
と
し
て
別
わ
れ
ざ
る
を
得
た
い
事
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
即
ち
、
少
数
の
独
占
治
木
に
よ
る
目
的
意
識
的
国
民
経
済
の
運
営
は
、
国
民
の
生
爪
に
於
け
る
目
的
意
識
と
矛
居
せ
ざ
る
を
符
な
い
か
ら
で
あ
る
白
山
内
的
中
火
活
苛
の
川
大
の
結
果
、
今
日
の
組
織
労
働
者
の
明
日
の
失
業
清
た
ら
ざ
る
保
証
は
何
等
存
在
し
な
い
口
組
織
労
働
者
と
失
業
者
の
イ
ゾ
オ
ロ
ギ
1
的
利
共
は
完
全
に
喪
失
す
る
。
而
も
、
独
占
わ
本
主
将
段
階
に
於
け
る
利
潤
追
求
は
相
対
的
剰
余
価
侃
の
生
産
よ
り
、
約
対
的
刑
公
仙
似
の
生
爪
へ
、
失
業
労
働
者
人
口
の
哨
犬
は
、
技
術
の
採
用
よ
り
年
ろ
、
手
工
業
的
労
働
搾
取
へ
の
傾
向
を
強
め
る
。
尚
一
品
目
え
は
生
産
技
術
的
側
面
の
他
に
、
件
一
本
の
側
一
川
も
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
浜
本
家
に
よ
る
経
営
内
分
菜
、
科
学
技
術
の
目
的
意
識
的
採
用
は
、
浜
本
の
諸
積
と
労
働
力
の
い
よ
川
加
と
に
よ
ク
て
制
約
を
受
け
る
口
既
述
せ
る
如
く
、
分
業
応
用
の
程
度
は
財
布
の
大
小
に
懸
る
。
即
ち
、
伺
人
の
件
一
本
許
税
に
は
一
定
の
限
皮
と
相
片
山
の
時
間
と
を
要
す
る
が
、
資
本
制
生
産
お
よ
び
山
市
街
が
発
反
す
る
の
と
お
な
じ
市
川
、
人
け
で
、
集
中
の
以
も
引
力
次
附
杭
川
打
、
九
九
る
川
内
下
と
い
い
川
が
発
反
す
る
口
即
ち
、
信
用
制
度
、
株
式
制
皮
、
銀
行
業
務
ω払
大
等
え
に
よ
っ
て
山
木
ω集
中
た
一
川
山
h
ん
ら
し
め
k
n
札
つ
て
門
的
統
一
的
で
あ
る
も
の
が
外
的
に
自
立
化
し
て
行
く
が
、
然
し
一
叫
び
門
的
統
一
に
引
.M
と
れ
か
い
次
ら
山
一
川
口
乙
ωり
ん
日
に
も
必
-
当
す
る
n
か
m
A
A
W
(
本
の
銀
行
資
本
に
よ
る
支
配
結
合
、
独
占
資
本
と
国
家
財
政
と
の
結
び
付
さ
年
々
ω
円
初
日
山
口
、
ル
比
一
川
技
術
的
側
同
ω集
中
と
天
川
ω聞
係
に
於
て
と
ら
え
る
事
が
出
来
る
。
以
上
、
経
営
内
八
刀
川
町
れ
が
作
一
本
主
義
に
特
有
な
介
主
と
し
て
、
社
会
内
介
業
の
一
個
別
的
介
業
と
し
て
、
而
も
、
両
者
相
類
似
し
た
点
在
有
し
乍
ら
、
本
質
的
に
共
ク
た
介
業
と
し
て
現
わ
れ
j
又
げ
は
か
ハ
内
分
業
の
発
展
は
、
逆
に
社
会
内
分
業
に
単
純
商
品
生
産
者
聞
の
分
業
と
共
ク
た
側
商
を
、
即
ち
、
価
値
法
則
に
よ
ク
て
問
扱
的
に
刈
制
せ
ら
れ
た
商
品
生
産
者
間
の
対
立
に
、
他
の
側
面
、
即
ち
資
本
家
対
労
働
者
の
対
立
を
一
般
化
せ
し
め
た
形
態
に
於
て
現
わ
れ
る
。
即
)
h
J
、
資
本
主
義
の
基
本
法
則
た
る
剰
余
価
似
の
法
則
は
平
に
縦
の
関
係
の
み
で
友
く
、
資
本
家
間
の
関
係
を
合
む
と
解
し
得
る
。
即
ち
、
次
川
本
相
互
間
の
関
係
は
平
均
利
潤
率
の
作
用
に
よ
り
、
生
院
内
礼
の
法
則
が
作
用
す
る
口
然
し
乍
ら
、
市
場
価
格
は
生
産
者
と
泊
費
者
の
関
係
を
去
現
し
、
商
品
需
要
を
規
制
す
る
も
の
は
階
級
関
係
で
あ
り
、
剰
余
佃
似
の
法
別
で
あ
る
口
又
独
占
約
、
本
主
張
の
段
階
に
於
て
は
、
国
民
経
済
の
統
一
的
規
制
が
行
わ
れ
約
一
本
家
間
の
競
争
が
排
除
し
得
る
と
し
て
も
、
取
が
行
わ
れ
る
限
り
は
生
産
と
泊
費
の
矛
居
は
解
決
さ
れ
得
べ
く
も
な
い
。
皆
汲
内
窄
p
n
r
A
A
J
r
F
4
4
4
 
四
、
社
会
的
分
業
主
技
術
的
分
業
ロ
1
ゼ
シ
ベ
ル
グ
は
マ
ル
ク
ス
「
約
一
本
論
」
第
一
巻
第
四
篇
第
十
二
宰
の
相
対
的
剰
余
価
値
生
産
の
介
業
に
就
い
て
、
次
の
如
く
説
明
す
る
。
「
マ
ル
ク
ス
主
業
文
献
で
は
次
の
如
き
介
類
が
設
け
ら
れ
て
居
る
口
:
:
:
組
織
さ
れ
た
分
業
を
意
味
す
る
技
術
的
介
菜
、
及
び
社
会
的
分
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
七
まi
経
営
と
経
済
七
六
.
4
公
(
即
ち
、
組
織
さ
れ
て
た
い
介
業
)
之
れ
で
あ
る
。
本
文
の
筆
者
も
長
い
間
か
L
る
介
類
を
採
用
し
て
居
た
口
し
か
し
、
か
L
る
八
刀
類
は
誤
ク
て
居
る
上
に
有
害
で
さ
え
あ
る
事
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
に
、
そ
れ
に
は
階
級
的
契
機
が
欠
け
て
居
る
。
乙
の
分
類
に
於
て
は
、
程
え
の
経
済
的
柏
造
の
相
具
は
、
木
賃
上
介
業
の
形
態
に
於
け
る
相
具
に
還
元
さ
れ
て
居
る
。
第
二
に
、
技
術
的
介
業
と
一
氏
う
用
語
に
工
ク
て
、
全
然
凶
器
只
的
反
現
象
が
混
同
さ
れ
て
川
る
。
し
か
し
、
イ
シ
ド
の
共
同
休
に
於
け
る
分
業
と
、
資
本
主
義
的
工
業
又
は
、
マ
一
一
ユ
に
於
け
る
令
市
一
品
は
全
然
界
一
(
な
る
現
公
で
あ
る
引
な
一
一
心
似
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
八
刀
誌
は
前
の
場
合
は
共
同
体
生
活
の
基
礎
で
あ
る
が
、
後
の
場
合
は
件
ハ
木
主
義
的
関
係
.
の
県
出
で
あ
る
。
市
三
に
、
こ
の
八
刀
測
の
前
提
も
そ
の
根
抵
と
な
ク
て
居
る
思
想
も
全
く
承
認
し
難
い
。
即
ち
、
有
終
的
八
刀
誌
は
政
術
に
服
し
、
非
山
刊
れ
的
介
立
は
村
山
析
に
目
す
る
と
一
式
う
事
が
前
提
と
注
ク
て
居
る
。
そ
乙
で
後
者
は
経
済
学
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
が
、
山
川
才
は
そ
う
で
M
K
い
口
と
一
氏
う
明
白
な
結
論
が
生
や
る
。
か
上
う
に
技
術
と
経
済
を
対
立
さ
せ
る
事
が
誤
謬
で
あ
る
一
引
は
、
防
九
日
丸
山
リ
マ
一
一
九
一
ブ
プ
ク
ナ
ユ
ア
の
克
介
之
を
示
し
て
日
は
る
口
マ
ニ
ユ
ブ
ア
ク
チ
ユ
プ
に
於
け
る
八
刀
業
は
技
術
的
で
も
あ
り
、
日
日
前
的
J
で
も
お
お
川
公
で
あ
る
。
」
「
従
ク
て
マ
ニ
ユ
の
机
織
的
H
投
術
的
英
政
，
|
例
治
さ
れ
た
生
き
た
生
産
機
悼
の
特
殊
性
の
一
分
析
花
、
そ
し
て
て
、
マ
一
一
九
ω社
会
的
げ
は
済
的
治
契
椛
在
、
そ
の
洪
水
主
夫
的
形
態
ω介
析
を
注
立
深
く
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
(
ロ
I
ゼ
ン
ベ
ル
グ
「
白
木
市
川
川
」
淡
-m井
山
三
九
二
五
)
川
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
は
介
主
立
如
何
に
机
定
す
る
か
。
「
も
し
労
倒
そ
の
も
の
丈
を
山
小
に
ゐ
く
た
ら
ば
、
農
業
・
工
業
等
え
の
如
き
大
き
な
消
火
の
お
へ
の
社
会
的
生
向
の
介
一
川
は
一
般
的
介
業
と
名
付
け
ら
れ
、
初
え
の
川
一
次
び
国
杭
へ
の
生
産
上
の
か
L
る
尽
の
分
化
は
特
殊
的
介
業
と
名
づ
け
ら
れ
、
一
作
業
場
内
の
介
業
は
個
別
的
介
主
と
名
づ
け
ら
れ
作
る
。
」
(
マ
ル
グ
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
入
四
二
頁
)
向
介
業
の
発
生
旭
川
似
に
よ
ク
て
、
社
会
的
介
業
l
i商
品
生
産
の
共
通
的
指
泌
1
!と
経
営
内
分
業
と
に
医
別
さ
れ
る
。
然
し
乙
の
二
種
の
八
点
去
の
区
別
は
、
把
掠
の
基
準
を
兵
に
し
て
居
る
処
の
、
九
〈
休
的
概
念
し
い
し
て
の
介
類
で
あ
り
、
次
川
本
主
義
社
会
に
於
て
は
、
一
般
的
介
業
、
特
殊
的
八
刀
業
は
社
会
的
介
業
に
包
括
し
、
一
作
治
坊
の
門
部
に
於
け
る
介
業
と
蕊
営
内
八
刀
法
ボ
は
一
応
一
致
し
て
川
る
と
比
て
下
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
社
会
的
介
治
」
な
る
M
川
沼
は
、
「
社
会
内
介
業
」
(
経
営
内
介
小
誌
を
合
む
広
誌
の
立
味
に
於
て
)
左
同
義
語
的
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
が
、
一
般
に
い
刊
行
川
内
介
弐
と
の
凡
(
休
的
対
立
概
念
と
し
て
主
要
祝
さ
れ
る
白
木
杭
前
二
節
に
於
て
用
い
ら
れ
た
用
語
も
具
体
的
概
念
と
し
て
の
「
社
会
的
介
業
」
で
あ
ク
た
。
マ
ル
ク
ス
が
「
社
会
的
介
業
」
を
商
品
生
陀
の
共
通
的
主
総
と
し
て
把
挺
す
る
と
同
様
に
、
い
て
」
に
於
て
、
社
会
的
介
業
な
市
坊
と
一
バ
う
W
M
A
と
不
可
八
刀
の
も
の
と
し
て
把
握
す
る
。
ル
穴
水
九
州
の
川
川
村
川
工
法
在
九
州
じ
穴
山
川
で
、
「
竹
内
化
さ
れ
た
話
機
械
の
問
へ
の
労
働
者
の
配
分
」
に
於
て
、
「
か
tλ
る
介
業
は
純
粋
に
政
術
的
R
E
'
Zの
r
E
2
F
で
あ
乙
。
」
し
し
川
一
一
心
し
て
あ
る
が
放
に
、
技
術
的
介
業
と
規
定
す
る
事
は
、
概
念
規
定
の
厳
特
性
を
欠
ぐ
と
一
民
わ
れ
わ
い
以
次
九
山
川
町
マ
ル
ク
ス
が
社
六
円
介
小
川
(
社
以
(
い
い
)
L
ι
げ
は
営
内
分
業
の
本
質
的
相
呉
の
説
明
と
し
て
、
商
品
生
搾
の
共
通
的
基
礎
と
し
て
の
非
加
山
的
形
符
と
し
て
の
「
社
会
的
」
介
川
市
と
、
日
的
双
山
市
川
的
、
組
般
的
形
容
と
し
て
の
「
技
術
的
」
で
あ
り
得
る
介
業
の
意
味
に
用
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
判
断
す
る
。
「
か
・
ふ
る
令
部
北
は
純
粋
に
技
術
的
で
あ
る
。
」
と
一
氏
う
、
マ
ル
ク
ス
の
立
味
は
、
負
本
家
に
と
ク
て
、
目
的
資
識
的
で
あ
り
、
技
術
的
で
あ
り
符
る
と
一
式
う
立
味
で
あ
ク
て
、
生
産
関
係
が
合
ま
れ
て
M
K
い
と
一
式
う
立
味
で
は
な
い
。
生
産
に
於
け
る
人
と
人
と
の
関
係
が
、
生
産
手
段
の
所
有
関
係
を
全
然
無
祝
し
て
考
え
ら
れ
る
告
が
な
い
。
労
似
組
織
、
介
菜
、
協
業
等
々
も
又
、
労
働
過
程
の
生
産
力
の
範
時
で
あ
る
と
共
に
、
同
時
に
、
歴
史
的
、
社
会
的
制
約
を
合
む
も
ω勺
あ
る
n
主
し
て
「
特
殊
化
さ
れ
た
話
機
械
の
間
へ
の
労
働
者
の
配
介
」
は
門
本
家
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
「
椴
械
が
一
の
蕊
済
的
範
鴎
で
な
い
事
は
-
鋤
を
引
ク
ば
る
午
が
け
枕
済
的
約
院
と
な
り
符
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
機
械
は
一
の
生
産
力
に
す
ぎ
な
い
。
機
快
の
応
用
の
上
に
立
ク
て
居
る
近
代
的
工
場
は
一
の
社
会
的
生
山
間
係
で
あ
り
、
一
の
経
済
的
範
附
切
で
あ
る
o
」
(
マ
ル
グ
ス
木
下
沢
「
古
川
午
の
社
凶
」
一
六
二
頁
)
に
関
す
る
プ
ハ
1
リ
シ
的
併
釈
の
於
り
は
、
レ
1
ニ
シ
に
よ
ク
て
指
摘
せ
ら
れ
、
明
確
化
せ
ら
れ
た
処
で
あ
る
。
(
川
市
部
久
政
「
価
値
論
と
史
的
唯
物
論
」
四
六
五
)
参
照
)
元
来
、
「
社
会
的
」
な
る
用
語
と
「
技
術
的
」
な
る
用
語
は
、
柏
会
的
概
念
と
し
て
は
対
立
概
念
た
り
得
て
も
、
具
体
的
概
念
た
る
社
会
的
八
万
業
に
対
交
す
る
概
念
と
し
て
技
術
的
な
る
用
語
は
用
い
得
た
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
拘
ら
宇
、
ロ
1
ゼ
シ
ベ
ル
グ
の
指
摘
せ
る
誤
ま
て
る
用
語
が
、
否
問
に
於
て
も
倫
用
い
ら
れ
て
居
る
。
乙
の
点
に
閲
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
技
術
的
分
業
な
る
用
語
を
用
い
な
か
ク
た
事
は
注
怠
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
レ
1
ニ
γ
も
「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
ク
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
七
七
経
首
と
経
済
，七
Y¥ 
技
術
的
介
業
を
明
ら
か
に
す
る
為
に
、
一
応
、
介
業
及
び
技
術
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
に
於
け
る
八
刀
業
は
単
に
生
産
関
係
と
し
て
の
み
把
お
さ
る
べ
き
で
な
く
、
生
産
力
的
側
面
を
も
合
む
も
の
で
あ
る
。
マ
ニ
ユ
に
於
け
る
社
会
的
生
産
力
の
増
大
は
、
機
械
に
於
け
る
そ
れ
で
は
な
く
、
労
働
力
の
介
業
に
よ
る
協
業
が
生
産
力
増
大
の
契
機
で
あ
り
、
マ
ニ
ユ
A
A
菜
、
及
び
協
栄
は
、
生
産
力
的
側
而
と
し
て
ω必
似
迦
引
伐
の
諮
問
沢
形
態
と
し
て
、
技
術
的
概
念
を
合
む
も
の
と
し
て
把
抗
さ
れ
る
事
が
出
来
る
。
生
産
力
の
発
足
と
し
て
の
介
会
は
、
労
川
山
尚
一
川
町
ω
介
川
に
法
く
、
人
間
労
働
力
と
人
間
労
働
力
と
の
分
菜
、
人
間
労
働
に
代
位
す
る
機
械
と
人
間
労
働
力
と
の
比
例
的
介
示
日
、
'
H
M
休
ポ
化
し
た
於
快
の
み
に
上
る
介
業
、
協
栄
と
し
て
把
握
す
る
事
が
出
来
る
口
次
に
技
術
概
ヘ
ル
は
次
ω如
く
州
い
れ
さ
れ
る
。
既
に
沼
一
平
に
於
て
川
広
ぜ
ら
れ
た
如
く
、
人
間
労
働
は
効
物
の
木
能
的
相
劾
と
は
具
り
、
意
識
的
、
合
目
的
活
動
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
物
ω
n
M
m的
山
川
町
…
、
及
び
山
品
川
在
、
九
札
会
的
形
践
、
及
び
辺
助
に
変
え
る
も
の
で
あ
る
J
所
前
、
自
然
的
法
則
の
社
会
的
再
生
産
に
他
以
ら
山
口
人
川
必
似
は
円
Mm物
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
運
劫
で
あ
る
と
同
時
に
、
目
的
立
識
的
泊
勤
で
あ
り
、
叉
社
会
的
生
産
活
動
で
も
あ
り
、
又
校
山
川
は
生
向
技
術
と
し
て
、
生
陀
に
結
び
つ
け
て
犯
似
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
間
労
働
は
本
来
的
に
社
会
的
で
あ
る
が
、
自
然
物
は
人
間
に
よ
ク
て
働
き
か
け
ら
れ
る
弔
に
工
っ
て
、
初
め
て
紅
会
的
性
絡
を
持
び
る
。
即
ち
、
自
然
物
の
存
在
、
運
動
は
、
社
会
的
存
在
、
辺
助
化
す
る
伊
又
、
技
術
は
物
的
技
術
と
人
的
技
術
と
の
統
一
と
し
て
把
握
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
技
術
の
具
体
化
せ
ら
れ
た
生
産
手
段
の
体
系
で
は
な
、。
、V
即
ち
、
人
的
技
術
は
介
菜
、
協
栄
に
於
て
も
見
ら
れ
る
処
で
あ
る
が
、
又
マ
ニ
ユ
ル
九
八
本
家
の
目
に
映
十
る
労
働
者
が
単
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
の
自
然
的
生
産
要
素
に
還
元
さ
れ
る
如
く
、
労
働
力
の
量
的
、
町
的
介
理
化
、
即
ち
、
劣
働
方
法
、
労
働
力
配
置
の
合
理
化
、
労
倒
力
ω攻
守
等
、
技
術
的
生
産
力
の
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
る
口
又
、
物
的
此
術
は
容
仰
的
合
法
則
性
の
目
的
意
識
的
適
用
と
し
て
の
、
佼
術
ω共
体
化
せ
ら
れ
た
生
産
手
段
で
あ
る
。
従
っ
て
、
具
体
的
比
術
以
生
山
力
が
労
似
過
程
ω三
つ
の
要
素
に
蓄
積
せ
ら
れ
た
芯
味
に
於
け
る
生
産
諸
力
に
労
働
の
火
が
点
ぜ
ら
れ
る
や
、
労
働
の
生
産
力
と
し
て
実
現
す
る
処
の
実
践
概
念
と
し
て
把
捉
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
労
働
は
も
と
も
と
人
間
が
寄
り
合
っ
て
時
ん
で
居
る
状
態
に
於
け
る
、
も
と
も
と
共
通
的
で
あ
る
活
動
の
事
で
あ
り
、
社
会
的
概
念
を
合
む
も
の
で
あ
り
、
叉
、
労
働
・
生
向
・
技
術
仕
切
り
附
し
て
考
え
る
事
の
出
来
危
い
も
の
で
あ
り
、
従
ク
て
技
術
も
又
社
会
的
概
念
で
あ
る
。
(
一
一
一
枚
川
汗
「
椛
術
の
叫
門
戸
一
刀
内
一
山
、
佐
川
及
び
労
仙
の
概
念
)
従
(
っ
て
、
校
山
川
ω山
れ
に
川
町
て
、
比
術
日
小
山
内
力
ω川
公
に
招
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
運
劫
休
と
し
て
の
人
と
物
去
の
熱
力
苧
的
運
動
の
側
同
町
比
ろ
引
が
川
米
る
と
川
川
に
、
他
州
、
以
史
的
、
社
会
的
に
規
制
せ
ら
れ
た
側
面
を
も
見
る
事
が
出
来
る
口
然
し
乍
ら
、
校
術
は
木
米
生
応
力
的
間
企
で
あ
り
、
午
一
向
力
発
一
口
民
の
概
念
で
あ
る
。
一
般
に
用
い
ら
れ
る
「
技
術
的
」
介
一
美
に
於
け
る
技
術
的
曹
と
は
、
生
以
川
力
発
肢
の
為
の
・
将
仰
的
介
法
則
性
の
H
的
芯
識
的
適
用
の
意
図
の
含
ま
れ
た
一
意
味
で
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
口
以
上
の
事
に
工
り
、
経
営
内
令
」
弐
左
技
術
的
ハ
ザ
↑
主
に
知
一
せ
し
む
る
誤
り
は
次
の
如
く
指
摘
す
る
事
が
出
来
る
口
技
術
が
実
践
概
念
で
あ
り
、
生
産
諾
力
に
労
働
の
火
が
点
ぜ
ら
れ
る
や
、
労
働
の
生
産
力
と
し
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
本
家
的
経
営
内
介
業
に
於
て
は
労
働
の
火
を
点
や
る
も
の
は
仇
八
木
家
で
あ
る
限
り
、
そ
と
に
実
現
さ
れ
る
技
術
は
資
本
家
的
技
術
に
す
ぎ
な
い
U
然
し
乍
ら
、
資
本
家
に
工
る
労
働
力
の
包
摂
と
し
て
の
絞
件
内
外
…
会
は
生
院
力
の
増
大
を
目
的
と
し
て
居
る
の
で
は
た
く
、
利
潤
乙
そ
目
的
危
の
で
あ
っ
て
、
技
術
に
上
る
生
産
力
増
大
は
そ
の
千
岐
に
す
ぎ
た
い
口
性
本
家
的
目
的
立
識
的
技
術
の
適
用
は
、
即
ち
、
昨
日
本
家
に
と
っ
て
技
術
的
で
あ
り
得
一
る
の
は
、
技
術
の
適
用
に
工
る
生
内
力
の
前
大
が
、
剰
余
何
侃
の
増
大
と
し
て
現
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
利
潤
の
哨
大
た
き
処
に
技
術
の
適
用
は
起
り
符
な
い
し
、
叉
利
潤
の
川
大
の
為
に
は
生
産
力
の
減
退
さ
え
試
み
ら
れ
る
事
は
、
独
占
資
本
主
義
時
代
の
企
業
に
於
て
見
ら
れ
る
処
で
あ
る
。
技
術
は
前
述
の
如
く
生
産
F
力
の
発
民
概
念
で
あ
り
、
技
術
的
介
業
止
は
生
産
関
係
と
し
て
の
刺
余
伺
伯
概
念
の
介
入
す
べ
き
用
語
で
は
な
く
、
件
(
・
本
家
的
経
営
内
外
-
弐
は
生
産
カ
増
大
日
技
術
を
日
椋
と
す
る
も
の
で
は
注
い
。
従
っ
て
経
営
内
外
業
を
生
応
力
的
概
念
の
技
術
的
八
月
業
な
る
用
語
左
用
う
る
一
引
は
、
潜
称
と
一
式
う
可
き
で
あ
り
、
そ
乙
に
於
け
る
技
術
は
資
本
家
的
目
的
窯
識
に
よ
り
規
制
せ
ら
れ
て
居
る
事
を
無
視
せ
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
tλ
る
誤
り
は
、
生
産
千
段
の
休
系
を
以
っ
て
技
術
色
‘
な
す
事
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
敢
て
具
休
概
念
と
し
て
技
術
的
介
業
を
用
う
る
と
す
れ
ば
、
将
に
性
本
出
家
的
技
術
的
令
部
一
式
と
喝
な
さ
れ
ね
ば
よ
な
る
ま
い
。
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
七
九
経
営
と
経
済
人
O 
然
ら
ば
、
技
術
的
介
業
に
は
如
何
友
る
概
念
規
定
が
な
さ
る
べ
き
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
ロ
1
ゼ
γ
ベ
ル
グ
は
向
次
の
如
く
説
明
す
る
。
「
労
働
過
程
に
於
て
も
、
価
値
増
殖
過
程
に
於
て
も
、
社
会
的
生
庄
の
自
然
的
1
技
術
的
契
機
は
、
社
会
的
限
史
的
訪
契
般
に
対
立
し
て
居
る
。
だ
が
同
時
に
、
前
者
は
後
者
の
物
質
的
担
い
手
で
あ
る
口
商
品
諸
関
係
が
商
品
の
「
肉
体
」
と
「
合
休
」
し
て
、
商
品
の
形
態
を
形
成
し
て
居
る
上
う
に
、
(
商
品
は
労
倒
生
作
物
の
一
形
態
で
あ
る
0
)
資
本
主
義
的
諮
関
係
、
即
ち
、
伺
似
増
荊
過
程
は
、
生
産
の
物
質
的
行
為
、
即
ち
、
労
働
過
程
と
「
人
口
休
」
し
て
、
乙
の
後
半
行
の
形
態
を
構
成
し
て
居
る
。
」
と
。
以
上
の
事
か
ら
、
彼
の
問
題
担
起
を
彼
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
ヒ
γ
T
に
よ
づ
て
、
次
の
如
く
拡
大
解
釈
す
る
事
が
出
米
ょ
う
。
労
働
過
程
が
、
人
間
自
然
と
他
の
自
然
と
の
川
の
物
質
代
訓
辺
位
、
及
び
特
定
の
生
陸
様
式
の
下
に
於
け
る
社
会
的
生
産
過
程
ω統
一
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
如
く
、
労
川
川
泊
料
の
発
於
せ
る
特
殊
形
態
穴
る
八
川
小
沢
に
必
く
労
働
過
程
も
、
物
質
代
謝
過
程
の
生
産
諸
力
の
配
分
に
関
す
る
、
技
術
的
契
機
に
上
る
技
術
的
介
業
と
、
生
陀
様
式
の
下
に
於
け
る
社
会
的
生
肉
過
程
の
社
会
的
、
歴
史
的
契
機
に
よ
る
社
会
的
介
業
、
と
の
統
一
と
し
て
把
れ
す
る
一
引
が
川
米
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
わ
ば
、
社
会
的
介
業
と
技
術
的
円
分
業
は
社
会
内
八
月
業
(
広
義
)
の
ニ
ク
の
対
立
す
る
側
阿
と
し
て
把
抗
す
る
。
従
っ
て
、
此
処
に
用
い
ら
れ
る
社
会
的
介
菜
、
技
術
的
介
業
の
概
念
は
具
体
か
ら
抽
象
せ
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
ロ
1
ゼ
γ
ベ
ル
グ
が
具
質
的
概
念
の
混
誌
と
指
摘
し
た
点
は
彼
が
技
術
的
八
江
川
な
る
概
念
を
生
産
力
的
概
念
と
し
て
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
、
彼
は
マ
ル
ク
ス
が
兵
休
概
念
と
し
て
用
い
た
社
会
的
介
業
に
対
し
て
、
州
公
的
生
産
力
的
概
念
を
対
立
概
念
と
し
て
用
う
る
事
の
誤
り
友
る
事
を
指
摘
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
経
営
内
介
業
が
机
w
M
的
、
技
術
的
で
あ
る
事
と
、
技
術
的
介
業
と
は
別
個
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
経
営
内
介
業
に
対
立
す
る
意
味
に
於
け
る
社
会
的
八
γ
一
業
(
共
休
的
概
念
)
も
又
自
然
的
、
技
術
的
側
面
を
合
む
か
ら
で
あ
り
、
経
営
内
令
業
も
、
社
会
的
歴
史
的
側
面
を
合
主
ね
ば
な
ら
わ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
概
念
上
の
混
乱
は
之
れ
の
み
に
止
空
ち
た
い
。
ロ
1
ゼ
y
ベ
ル
グ
は
「
そ
し
て
最
後
に
、
そ
れ
自
身
に
於
て
観
察
さ
れ
た
使
用
例
似
は
経
済
学
の
対
象
を
椛
成
せ
十
、
寧
ろ
特
殊
の
科
学
i
i向
品
学
を
仙
成
す
る
工
う
に
、
明
離
し
て
観
察
さ
れ
た
労
働
過
程
は
日
前
半
に
上
っ
て
研
究
さ
れ
や
、
特
殊
の
科
学
l
l技
術
学
に
工
つ
v
て
研
究
さ
れ
る
n
従
ク
て
本
草
の
研
究
対
裂
は
、
価
航
地
殖
過
程
で
あ
る
限
り
に
・
お
い
て
の
み
の
労
働
過
程
で
あ
る
。
」
と
説
明
す
る
口
従
っ
て
生
座
諸
力
の
配
分
、
即
ち
、
技
術
的
介
主
が
具
体
的
社
会
内
八
η
業
か
ち
抽
象
せ
ら
れ
て
八
月
析
す
る
必
要
が
あ
り
、
旦
ク
八
刀
析
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
歴
史
的
社
会
的
制
約
を
お
っ
た
処
の
技
術
的
八
月
業
の
令
析
で
あ
っ
て
、
所
前
技
術
学
的
介
析
で
は
な
い
事
で
あ
る
口
マ
ル
ク
ス
「
件
八
木
論
」
に
品
せ
ら
れ
て
ぽ
る
佼
術
的
用
認
は
技
術
学
的
に
把
握
せ
ら
れ
て
な
ら
及
い
事
は
当
然
で
あ
り
、
叉
「
八
刀
一
業
」
な
る
用
白
川
は
自
然
的
、
校
術
的
側
耐
を
持
つ
K
M
時
に
、
机
会
的
、
歴
史
的
側
商
と
の
統
一
と
し
て
把
似
仰
せ
ら
れ
、
且
つ
、
抽
朱
せ
ら
れ
た
足
味
に
於
け
る
円
然
的
、
校
術
的
八
rnに
於
て
も
、
限
史
的
、
社
会
的
制
約
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
考
え
ら
一
る
べ
き
で
あ
る
口
従
っ
て
州
勺
的
江
川
叩
に
於
け
る
、
校
術
的
介
主
リ
ペ
ぴ
、
社
会
的
外
小
川
は
、
技
術
が
現
に
適
用
さ
れ
て
居
る
処
の
生
応
諾
力
の
技
術
的
形
態
と
し
て
の
介
な
と
、
現
尖
に
九
休
的
災
・
布
T
ど
し
て
の
社
会
的
、
.m史
的
、
生
昆
関
係
と
し
て
の
令
主
で
あ
る
。
以
上
の
意
味
に
於
て
は
生
産
手
段
の
所
有
か
ら
丈
の
矧
点
で
は
な
く
し
て
、
人
間
と
人
間
ど
の
生
向
に
於
け
る
関
係
、
例
え
ば
、
同
民
経
済
に
於
け
る
労
働
力
の
生
産
部
門
と
不
生
応
部
門
と
の
配
介
関
係
等
々
、
件
一
本
主
張
の
発
民
に
伴
い
、
同
民
経
済
的
観
点
よ
り
の
生
産
諸
力
の
配
介
H
技
術
的
介
業
の
把
握
が
要
請
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
近
代
的
技
術
に
於
て
は
全
生
古
川
過
程
が
客
観
的
に
そ
れ
円
休
と
し
て
観
察
ぜ
ら
れ
、
要
素
的
諸
過
程
に
八
刀
析
せ
ら
れ
、
各
々
の
部
A
刀
過
程
の
遂
行
、
及
び
結
合
の
問
題
は
力
学
、
化
学
杭
の
応
用
に
工
っ
て
正
し
き
閃
来
連
関
の
問
題
と
し
て
解
決
さ
れ
る
。
従
ク
て
、
実
践
に
基
く
技
術
的
知
識
及
び
能
力
の
増
大
、
自
然
に
対
す
る
汗
々
の
力
の
哨
犬
は
、
認
識
せ
ら
れ
た
の
み
に
於
て
は
単
に
技
術
学
的
進
歩
に
止
ま
り
、
可
能
性
に
す
ぎ
な
い
口
主
日
々
が
、
客
観
的
合
法
則
性
止
し
て
担
保
し
た
技
術
的
知
識
と
し
て
、
目
的
立
識
的
に
生
産
に
適
用
す
る
事
に
よ
り
、
即
ち
、
技
術
、
技
能
が
労
働
過
程
の
三
要
素
と
し
て
の
労
働
力
、
労
働
手
段
、
労
働
対
象
に
物
質
化
し
、
対
象
化
し
、
利
用
す
る
事
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
社
会
的
、
経
済
的
事
由
に
上
り
左
'
ヤ
相
さ
れ
る
。
か
く
て
、
技
術
水
準
は
意
識
せ
ら
れ
た
客
観
的
合
法
則
性
が
労
働
力
、
労
働
手
段
、
労
働
対
象
に
含
ま
れ
て
居
る
程
度
に
上
る
円
即
ち
、
主
口
々
の
認
識
し
得
た
可
能
性
と
し
て
の
科
学
的
水
準
が
現
実
社
会
に
於
て
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
て
居
る
か
を
判
断
す
る
為
に
技
術
学
的
把
振
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
近
代
的
技
術
学
は
個
別
的
実
践
に
基
く
客
観
的
合
法
則
性
の
認
識
に
と
ど
ま
り
、
技
術
は
技
術
学
的
認
識
の
目
的
意
識
的
適
用
で
あ
り
、
社
会
的
実
践
概
念
で
あ
る
。
叉
技
術
が
社
会
的
、
隠
史
的
で
あ
る
が
如
く
、
又
技
術
学
自
体
も
社
会
的
、
歴
史
的
で
あ
り
、
独
自
の
発
展
形
式
を
持
ち
符
な
い
口
即
ち
、
技
術
学
は
、
自
然
科
学
的
認
識
の
社
会
的
、
目
的
意
識
的
形
態
変
化
で
あ
り
、
独
占
段
階
に
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
Y¥ 
経
営
と
経
済
入
於
て
は
、
既
知
の
技
術
学
の
適
用
す
ら
行
わ
れ
ヂ
、
主
し
て
、
技
術
学
の
発
展
は
国
民
的
意
志
に
反
し
て
、
独
占
資
本
家
の
目
的
意
識
的
方
向
へ
発
展
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
時
に
は
技
術
学
の
発
達
が
軍
事
的
方
面
へ
重
点
が
置
か
れ
る
如
き
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
介
業
は
資
本
主
義
丈
で
は
な
い
。
如
何
な
る
時
代
に
も
存
在
し
う
る
o
」
又
ス
グ
1
リ
γ
は
「
ソ
速
に
於
て
介
業
が
行
わ
れ
な
く
友
る
と
云
う
の
で
は
な
い
。
」
と
云
う
。
社
会
内
介
業
は
歴
史
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
特
殊
な
令
端
末
形
態
を
と
る
ロ
而
し
て
、
か
L
る
八
万
業
形
態
の
合
理
性
は
近
代
科
学
的
技
術
学
に
決
き
測
定
さ
れ
る
事
が
出
来
る
し
、
叉
技
術
学
的
介
析
に
基
く
具
体
的
技
術
水
準
の
測
定
は
必
要
で
さ
え
あ
る
。
結
ζ^ 
経
営
内
介
業
の
日
的
だ
識
的
規
制
は
生
応
費
低
下
の
為
の
技
術
の
採
用
を
惹
起
し
た
が
、
次
八
・
本
家
怠
識
に
基
く
合
理
化
は
、
科
学
的
合
法
則
性
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
唯
収
益
性
の
原
則
が
働
く
に
す
ぎ
な
い
。
而
も
、
商
品
生
向
に
於
け
る
部
介
労
働
過
程
の
独
立
商
品
生
肉
化
は
、
円
的
芯
以
的
生
向
過
程
自
体
を
無
政
府
的
怒
意
の
支
配
す
る
流
通
過
程
に
投
げ
込
み
、
不
均
等
発
展
に
基
く
恐
慌
の
可
能
性
を
激
化
す
る
引
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
且
つ
て
、
単
一
商
品
の
単
一
経
営
内
に
於
け
る
生
産
で
あ
っ
た
も
の
が
、
以
上
の
如
く
佃
別
生
向
過
程
の
介
散
、
集
中
に
基
く
独
立
企
業
化
は
、
再
び
工
り
大
規
模
な
椛
惚
の
下
に
於
け
る
集
中
に
工
り
、
独
占
院
本
に
工
る
円
的
立
識
的
単
一
生
保
過
程
、
即
ち
、
T
一フス
T
に
帰
一
せ
し
め
る
。
即
ち
一
経
営
内
に
於
て
考
慮
せ
ら
れ
た
技
術
が
総
生
陀
過
程
へ
の
迎
用
を
意
識
せ
し
め
、
更
に
、
国
家
権
力
と
の
癒
着
に
基
き
国
民
経
済
的
規
模
に
於
け
る
目
的
意
識
的
統
制
経
済
、
計
画
経
済
を
採
用
せ
し
む
る
に
至
る
口
然
し
乍
ら
、
耳
目
々
が
既
に
観
察
し
た
如
く
、
一
経
営
内
の
目
的
意
識
的
統
制
は
そ
の
内
部
に
於
て
商
品
生
向
な
き
限
り
、
即
ち
、
私
的
所
有
の
否
定
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
私
的
所
有
と
社
会
的
生
産
の
極
度
の
発
展
に
強
く
独
占
作
本
主
義
的
計
画
経
済
は
、
資
本
主
義
の
矛
盾
を
恐
慌
と
云
う
形
態
に
上
っ
て
、
強
力
的
に
均
衡
を
回
復
す
る
の
を
ど
の
程
度
防
止
し
符
る
か
は
甚
だ
疑
問
と
思
わ
ざ
る
を
符
注
い
。
例
え
、
そ
れ
が
可
能
だ
と
し
て
も
同
民
経
済
的
規
模
に
於
け
る
目
的
意
識
的
統
制
が
、
独
占
件
、
本
に
上
る
目
的
意
識
的
統
制
で
あ
る
限
り
一
般
国
民
の
目
的
芯
口
市
左
の
矛
川
は
紙
大
に
述
す
る
ロ
即
ち
、
独
占
資
本
に
上
る
目
的
立
識
的
統
一
は
牧
括
性
の
原
則
に
よ
っ
て
の
み
支
配
せ
ら
れ
、
科
学
的
技
術
の
適
用
に
工
る
労
働
力
の
機
械
に
よ
る
代
伎
に
基
く
社
会
的
、
物
質
的
幸
福
へ
の
道
と
は
何
ら
の
関
係
も
持
ち
待
な
い
も
の
と
な
る
事
は
推
察
し
得
る
し
、
又
生
産
と
泊
代
と
の
矛
盾
の
解
決
は
困
難
で
あ
る
う
。
小
生
が
此
処
に
於
て
問
題
に
し
上
う
し
し
し
た
引
は
、
経
済
発
肢
の
諸
段
階
の
分
析
に
於
て
技
術
学
的
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
且
ク
科
学
的
品
川
に
よ
る
予
見
が
可
能
な
る
如
く
、
泊
去
に
対
す
る
技
術
学
的
分
析
が
生
産
力
分
析
の
一
の
基
準
と
な
り
符
る
の
で
な
い
か
と
云
う
ー
で
あ
る
n
札
ジ
、
生
爪
力
の
か
六
悦
と
し
て
の
技
術
の
技
術
学
的
介
析
比
較
は
、
種
え
の
発
展
段
階
論
争
に
於
け
る
一
の
重
要
な
る
基
準
で
あ
り
、
札
、
共
通
ω自
然
科
学
的
立
場
に
於
け
る
比
較
が
可
能
と
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
る
に
、
ル
け
一
本
論
に
於
け
る
技
術
的
用
誌
を
技
術
学
的
問
認
と
混
乱
せ
し
め
た
り
す
る
の
は
麗
え
の
概
念
規
定
把
握
の
不
充
分
の
為
と
考
え
ら
れ
る
。
従
ク
て
、
具
体
的
概
念
、
拍
匁
的
概
念
、
技
術
学
的
概
念
の
混
乱
が
存
在
す
る
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
「
技
術
的
分
ヰ
一
い
と
な
る
用
語
に
疑
義
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
口
以
上
、
分
業
に
関
す
る
問
題
を
把
握
し
よ
う
と
心
持
け
た
一
試
論
に
す
ぎ
十
、
推
献
の
不
足
は
免
れ
な
い
点
で
あ
り
、
諸
学
兄
の
御
指
導
に
基
き
今
後
検
討
を
続
け
て
行
く
予
定
で
あ
る
口
(
一
丸
川
十
五
日
)
社
会
的
分
業
と
技
術
的
分
業
入
